
的
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
Ｔ
Ｘ
の
開
通
や
将
来
的
な
高
速
交
通
網
の
建
設

を
想
定
し
て
、
ま
た
豊
富
な
水
資
源
の
存
在
も
あ
っ

て
、
守
谷
地
区
は
住
宅
地
と
し
て
単
に
人
口
急
増
現

象
が
起
き
た
だ
け
で
な
く
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
や
明
治

乳
業
な
ど
の
公
害
を
出
さ
な
い
環
境
配
慮
型
製
造
業

の
進
出
が
顕
著
に
な
る
な
ど
、
地
域
産
業
の
面
か
ら

も
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
会
田
真
一
・
守
谷
市
長
で
あ
る
。
会

田
市
長
は
旧
守
谷
町
時
代
を
含
め
、
現
在
ま
で
６
期

連
続
で
町
長
・
市
長
を
務
め
て
お
り
（
平
成
４
年
〜
）、

ま
た
父
・
会
田
源
一
郎
氏
は
昭
和
43
年
〜
昭
和
53
年

ま
で
守
谷
町
長
の
職
に
あ
っ
た
。
常
総
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
時
代
か
ら
市
制
施
行
を
挟

み
、
Ｔ
Ｘ
の
開
通
以
後
の
さ
ら
な
る
ま
ち
の
成
長
を

首
長
と
し
て
２
代
に
わ
た
り
牽
引
し
て
き
た
だ
け

に
、
近
年
の
急
成
長
へ
の
感
慨
は
な
お
さ
ら
大
き
い

だ
ろ
う
。

国
内
外
で
評
価
さ
れ
る
守
谷
市
の「
住
み
よ
さ
」

　

常
総
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
契
機
に
始
ま
っ
た
守
谷
市

に
お
け
る
本
格
的
な
宅
地
開
発
の
大
き
な
特
徴
の
一

つ
は
、
近
代
以
降
、
昭
和
30
年
代
ま
で
続
い
た
ほ
ぼ

純
粋
な
農
業
地
帯
と
し
て
の
時
代
に
、
結
果
的
に
残

さ
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
が
、
近
年
に
至
る
ま
で
い

た
ず
ら
な
開
発
か
ら
奇
跡
的
に
逃
れ
、
ほ
と
ん
ど
損

な
わ
れ
る
こ
と
な
く
地
域
財
産
と
し
て
残
さ
れ
て
い

た
こ
と
だ
ろ
う
。
守
谷
地
域
の
宅
地
開
発
や
企
業
進

出
は
、
そ
の
地
域
財
産
を
極
力
保
持
し
、
う
ま
く
生

か
す
形
で
進
め
ら
れ
て
い
く
。

　

常
総
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
計
画
の
実
施
以
降

も
、
守
谷
市
は
常
総
地
方
の
中
核
地
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
広
域
ご
み
処
理
施
設
が
建
設
さ

れ
、
人
口
10
万
人
に
も
対
処
可
能
と
さ
れ
る
下
水
処

理
施
設
が
で
き
た
。
さ
ら
に
市
内
の
道
路
網
や
広
域

道
路
網
も
、
将
来
の
使
い
勝
手
を
考
慮
し
な
が
ら
、

計
画
的
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

　

そ
う
し
て
市
制
が
施
行
さ
れ
た
平
成
14
年
に
は
人

口
が
５
万
人
を
突
破
。
３
年
後
の
平
成
17
年
に
は
Ｔ

Ｘ
が
い
よ
い
よ
開
通
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
秋
葉
原

か
ら
守
谷
駅
ま
で
最
短
32
分
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

Ｔ
Ｘ
は
最
終
的
に
東
京
駅
ま
で
の
延
伸
が
計
画
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
整
備
時
期
な
ど
具
体
化
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
は
常
磐
線
や
関

東
鉄
道
を
経
由
し
て
、
都
心
部
ま
で
（
守
谷
〜
取
手

〜
上
野
）
１
時
間
半
以
上
も
掛
か
っ
て
い
た
。
列
車

の
本
数
も
か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、「
劇

的
に
便
利
に
な
っ
た
」（
会
田
市
長
）
と
い
う
表
現
は

決
し
て
大
げ
さ
で
な
い
。

田
園
住
宅
都
市
と
し
て
驚
異
的
な
急
成
長

　

守
谷
市
は
昨
年
、
市
制
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

ば
か
り
の
若
い
都
市
で
あ
る
。
こ
こ
約
30
年
間
で
人

口
が
２
万
人
台（
旧
守
谷
町
時
代
）か
ら
６
万
人
台
に

ま
で
急
成
長
し
、
今
も
な
お
人
口
増
加
が
続
く
緑
豊

か
な
田
園
住
宅
都
市
だ
が
、
都
市
と
し
て
の
そ
の
発

展
の「
軌
跡
」は
、
単
に
急
激
か
つ
物
理
的
な
膨
張
現

象
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
非
常
に
綿
密
な
都
市

基
盤
整
備
の
計
画
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
が

大
き
な
特
徴
だ
。

　

そ
ん
な
守
谷
市
の
こ
れ
ま
で
の
急
成
長
ぶ
り
を
簡

単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

守
谷
の
地
に
は
、
利
根
川
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
な

ど
の
大
河
が
現
在
の
市
域
の
周
囲
を
挟
み
込
む
よ
う

に
し
て
流
れ
て
お
り
、
そ
の
豊
富
な
水
資
源
を
活
用

し
て
近
世
以
降
、
地
域
は
主
に
農
業
地
帯
と
し
て
栄

え
て
き
た
。
同
時
に
江
戸
時
代
に
流
れ
を
付
け
替
え

ら
れ
た
利
根
川
や
鬼
怒
川
を
活
用
す
る
水（
船
）運
の

拠
点（
河
岸
）と
し
て
、
近
世
に
は
商
業
の
面
か
ら
も

大
い
に
発
展
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
近
代

に
至
り
、
水
運（
商
業
）の
全
盛
時
代
は
、
鉄
道
交
通

の
発
達
に
よ
っ
て
急
速
に
し
ぼ
ん
で
い
き
、
守
谷
の

地
は
以
後
、
基
本
的
に
農
業
地
帯
と
し
て
の
歩
み
が

続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
基
本
構
造
が
大
き
く
動
く

の
は
昭
和
57
年
の
こ
と
だ
。

　

昭
和
30
年
代
末
に
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
建
設
の

プ
ラ
ン
が
持
ち
上
が
り
、
同
時
に
つ
く
ば
研
究
学
園

都
市
と
東
京
の
間
に「
田
園
住
宅
都
市
」を
構
築
す
る

計
画
が
浮
上
す
る
。
そ
れ
は
後
に
４
市
町
村
に
ま
た

が
る
巨
大
な
常
総
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン（
戸
建
て
中
心
）に

結
実
し
て
い
く
が
、
そ
の
主
要
地
区
の
一
つ
と
な
っ

た
旧
北
相
馬
郡
守
谷
町
地
区
の
常
総
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

が
、
昭
和
57
年
に
街
開
き
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

１
万
人
台
を
ず
っ
と
推
移
し
て
い
た
守
谷
町
の
人
口

が
一
気
に
２
万
人
台
へ
と
倍
増
し
た
の
だ
。

　

過
密
化
す
る
一
方
の
東
京
23
区
へ
の
人
口
集
中
を

分
散
す
る
役
割
が
課
さ
れ
た
数
あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

計
画
の
中
で
も
、
常
総
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
は
つ
く

ば
研
究
学
園
都
市
と
の
絡
み
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
以
下
、

Ｔ
Ｘ
）
建
設
と
の
絡
み
な
ど
と
も
相

ま
っ
て
、
計
画
人
口
９
万
人
と
い
う
規
模
の
大
き
な

も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
は
全
体

的
に
見
て
、
必
ず
し
も
計
画
通
り
に
推
移
し
た
と
は

い
え
な
い
が
、
守
谷
市（
旧
守
谷
町
）の
都
市
と
し
て

の
基
盤
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
を
契
機
に
、
決
定

（茨城県）

市
民
協
働
で
目
指
す

「
住
み
よ
さ
日
本
一
」の
ま
ち
づ
く
り

市 政 ル ポ 守
も り や

谷市

会
あ い だ

田真
しんいち

一
守谷市長

全国から多数の参加者が訪れる守谷市の一大イベント「守谷ハーフマラソン」（毎年2月）

毎年６月に開催される「もりやアヤメ祭り」（四季の里公園）
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守谷市　市 政 ル ポ

（茨城県）

　
「
今
後
は
圏
央
道
の
全
通
が
平
成
26
年
度
か
ら
遅

く
と
も
27
年
度
に
は
実
現
し
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
常

磐
自
動
車
道
も
加
え
て
、
守
谷
市
は
全
国
を
網
羅
す

る
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。

成
田
空
港
に
も
45
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ

い
こ
の
間
ま
で
純
粋
な
農
業
地
帯
に
近
い
状
態
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
当
に
夢
の
よ
う
な
話

で
す
」（
会
田
市
長
）

　

守
谷
市
は
平
成
22
年
度
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
茨

城
県
内
で
第
１
位
、
全
国
で
第
4
位
の
人
口
増
加
率

（
約
16
％
）を
記
録
し
た
。
そ
の
前
の
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
た
の
は
平
成
17
年
度
で
、
当
時
の
守
谷
市
の

人
口
増
加
率
も
約
６
％
と
、
全
国
平
均
か
ら
見
れ
ば

順
調
な
増
加
率
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
が
一
気
に
跳

ね
上
が
っ
た
主
因
が
Ｔ
Ｘ
の
開
業
に
よ
る
の
は
明
ら

か
だ
が
、
先
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
守
谷

市
の
宅
地
開
発
は
計
画
的
に
、
将
来
を
見
越
し
た
上

で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

人
口
10
万
人
規
模
で
も
対
処
可
能
な
下
水
処
理
施

設
や
、
市
内
・
広
域
道
路
シ
ス
テ
ム
の
充
実
ぶ
り
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
損
な
わ
な
い
形
で
の
開
発
な
ど

が
そ
の
一
例
だ
が
、
そ
れ
を
端
的
に
証
明
す
る
の
が

経
済
誌
主
催
の「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」な
ど
に
お

け
る
高
評
価
で
あ
る
。

　

守
谷
市
は
平
成
19
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
７
年
間

に
わ
た
り
、
経
済
誌
が
主
催
す
る
全
国
自
治
体
の

「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
常
に
ベ
ス
ト
10
以
内
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
き
た（
平
成
20
年
度
は
総
合
１
位
）。

　

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
住
環
境
整

備
、
教
育
環
境
整
備
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
な
都
市

機
能
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
り
、
守
谷
市
の
場
合
は
特

に
公
共
下
水
道
普
及
率（
１
０
０
％
）、
都
市
公
園
面

積（
人
口
比
）、
転
入
・
転
出
人
口
比
率
、
新
設
住
宅

着
工
数
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
快
適
指
数
」
に
お
い

て
、
常
に
全
国
の
ベ
ス
ト
３
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

人
口
増
加
率
の
高
い
自
治
体
は
得
て
し
て
、
公
共

下
水
道
普
及
率
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
面
、
住
宅
数
や
学

校
・
保
育
園
の
数
な
ど
の
生
活
環
境
面
の
整
備
が
追

い
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
守
谷
市
は
そ
れ
ら
の
要
素
も
楽
々
ク
リ
ア
し
て

い
る
の
だ
。
都
心
か
ら
至
近
の
ア
ク
セ
ス
が
実
現

し
、
人
口
が
急
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快

適
さ
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
キ
ー
プ
す
る
と
い
う

「
両
立
」を
実
現
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
守
谷
市
の
こ
の「
住
み
よ
さ
」は
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
守
谷
市
は
昨
年
11

月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
で
開
催
さ
れ

た
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
国
際
的
コ
ン

テ
ス
ト
「
リ
ブ
コ
ム
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
国
際
賞

２
０
１
２
」（
人
口
７
万
５
０
０
０
人
以
下
部
門
）
に

参
加
し
、
見
事
、
銀
賞
に
輝
い
て
い
る
の
だ
。

誰
も
が
住
み
甲
斐
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
リ
ブ
コ
ム
国
際
賞
へ
は
、
守
谷
市
在
住
の
民
間

団
体
の
代
表
に
勧
め
ら
れ
る
形
で
、
市
と
し
て
正
式

に
参
加
し
ま
し
た
。『
誰
に
で
も
住
み
甲
斐
の
あ
る
、

緑
の
守
谷
市
』
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
１
９
６
０
年
代

以
降
に
始
ま
っ
た
大
規
模
な
宅
地
開
発
の
経
緯
や
、

そ
の
間
に
推
し
進
め
て
き
た
、
農
業
中
心
の
田
園
都

市
か
ら
近
代
的
な
都
市
機
能
と
自
然
環
境
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
田
園
住
宅
都
市
へ
の
転
換
を
、
民
間

団
体
の
代
表
の
方
が
中
心
と
な
り
、
私
も
出
席
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
駆
使
し
つ
つ
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
で
す
」（
会
田
市
長
）

　

そ
の
プ
レ
ゼ
ン
用
の
資
料
を
拝
見
し
た
が
、
守
谷

町
な
ら
び
に
守
谷
市
が
こ
の
「
半
世
紀
の
間
に
達
成

し
た
こ
と
」
と
い
う
デ
ー
タ
が
目
を
引
く
。
具
体
的

に
は
次
の
通
り
だ
。

•
市
街
化
区
域
面
積　

０
・
５
％
→
27
・
６
％

•
市
内
道
路
の
総
延
長　

４
５
４・９
㎞
→
５
２
１・８
㎞

（
＋
15
％
）

•
下
水
道
網　

０
％
→
１
０
０
％

•
人
口　

１
万
２
０
０
０
人
→
６
万
３
０
０
０
人

•
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
の
割
合　

68
・

０
％
→
68
・
８
％

•
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム　

高
速
鉄
道（
Ｔ
Ｘ
）・
高

速
自
動
車
道（
常
磐
自
動
車
道
、
圏
央
道
ほ
か
）

　

こ
の
よ
う
に
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
な
お
、
守
谷

市
の
緑
被
率
（
空
中
写
真
な
ど
か
ら
測
定
し
た
市
域

の
緑
の
濃
さ
、
比
率
）
は
62
％
を
維
持
し
て
い
る
と

い
う
事
実
も
、
リ
ブ
コ
ム
国
際
賞
で
は
高
く
評
価
さ

れ
た
と
い
う
。

　

首
都
圏
の
成
長
著
し
い
住
宅
都
市
の
中
に
あ
っ

て
、
し
か
も
前
述
の
よ
う
な
人
口
急
増
現
象
の
中
で

62
％
の
緑
被
率
を
保
つ
守
谷
市
の
事
例
は
、
緑
化
が

重
要
事
項
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
近
年
の
都

市
計
画
の
世
界
に
お
い
て
、
専
門
家
筋
か
ら
の
評
価

も
非
常
に
高
い
。
リ
ブ
コ
ム
国
際
賞
の
銀
賞
受
賞

は
、
そ
れ
を
も
改
め
て
証
明
す
る
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

さ
て
、
守
谷
市
の
特
徴
的
な
市
街
地
を
、
実
際
に

地
図
を
片
手
に
、
縦
横
に
歩
い
て
み
た
。
地
図
を
子

細
に
眺
め
な
が
ら
市
域
を
縦
横
に
歩
い
て
み
る
と
、

ま
ち
の
か
つ
て
の
姿
や
、
今
ま
さ
に
変
わ
り
ゆ
く
状

況
な
ど
が
、
目
の
当
た
り
に
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

　

守
谷
市
の
中
心
市
街
地
は
、
現
在
、
市
域
を
ほ
ぼ

東
西
に
横
断
す
る
関
東
鉄
道
常
総
線
と
、
市
域
を
南

北
に
縦
断
す
る
Ｔ
Ｘ
が
交
差
す
る
守
谷
駅
周
辺
に
構

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
関
東
鉄
道
常
総
線
に
乗

り
、
守
谷
駅
か
ら
一
つ
目
の
南
守
谷
駅
で
下
車
し
、

北
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
た
。
目
指
す
は
市
民
が
設

立
し
た
守
谷
市
観
光
協
会
（
作
部
屋
義
彦
会
長
）
が
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
完
成
さ
せ
た
と
い

う
、
ま
さ
に
手
づ
く
り
の
自
然
公
園
「
守
谷
野
鳥
の

森
散
策
路
」だ
。
守
谷
市
観
光
協
会
制
作
の「
茨
城
県

守
谷
市　

小
さ
な
旅
の
し
お
り
」
と
い
う
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
周
辺
は
か
つ
て
水
田

と
し
て
活
用
さ
れ
た
後
、
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
湿

リブコム国際賞2012におけるプレゼン風景（写真左は会田市長）

市民活動の拠点、市民活動支援センターで開催される「もりや市民大学」

茨城県、東京芸大の連携事業「若手アーティスト育成、地域交流プログラム・アーカスプロジェクト」
（守谷市生涯学習施設「もりや学びの里」にて開催）
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守谷市　市 政 ル ポ

（茨城県）

ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
こ
の
地
区
で
は
現
在
、
人
口

５
０
０
０
人
規
模
の
ま
っ
た
く
新
し
い
新
市
街
地

「
ビ
ス
タ
シ
テ
ィ
守
谷
」（
事
業
主
体
＝
守
谷
市
松
並

土
地
区
画
整
理
組
合
）の
建
設
現
場
が
あ
る
。

　

地
区
面
積
41
・
7
ha
、
想
定
区
画
９
０
０
区
画
、

計
画
人
口
５
０
０
０
人
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
現

在
、
住
宅
の
建
築
が
着
々
と
進
み
、
第
１
期
の
販
売

が
間
も
な
く
始
ま
る
（
全
面
完
成
は
平
成
28
年
度

中
）。

　

守
谷
市
の「
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
」に

指
定
さ
れ
る
同
事
業
は
、
全
戸
へ
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
、
各
戸
の
発
電
電
力
の
売
電
を
可
能
と

す
る
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
導
入
、
全
面
的
な
電
線
地
中

化
な
ど
、
非
常
に
先
進
的
な
大
規
模
宅
地
開
発
事
業

と
し
て
各
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

取
材
の
折
に
は
住
宅
建
設
と
併
せ
、
江
戸
時
代
初

期
に
旧
守
谷
藩
が
植
樹
し
た
貴
重
な
松
並
木
周
辺
の

道
路
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
松
並
木
は
丁
寧
に

フ
ェ
ン
ス
で
保
護
さ
れ
、
そ
の
風
景
が
ま
た
緑
被
率

62
％
の
ラ
イ
ン
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
行
政
、
民
間

企
業
の「
総
意
」を
見
る
よ
う
で
実
に
心
強
か
っ
た
。

　

守
谷
市
で
は
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
生
活
環
境

の
拡
充
化
と
と
も
に
「
守
谷
市
次
世
代
育
成
支
援
対

策
に
基
づ
く
各
種
の
手
厚
い
子
育
て
・
次
世
代
育
成

支
援
施
策
を
実
施
」（
会
田
市
長
）し
て
い
る
。
ま
た
Ａ

Ｌ
Ｔ
全
校
配
置
に
よ
る
「
話
せ
る
英
語
教
育
」
の
実
施

や
保
幼
・
小
・
中
・
高
一
貫
教
育
体
制
実
現
へ
の
努

力
な
ど
、
教
育
お
よ
び
福
祉
環
境
の
拡
充
化
も
積
極

的
に
図
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
も
含
め
、
守
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
す
べ

て
の
ベ
ク
ト
ル
は「
住
み
よ
さ
日
本
一
」の
実
現
に
向

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
市
民
協
働
で
つ

く
り
あ
げ
た
野
鳥
の
森
散
策
路
や
、
す
べ
て
に
意
欲

的
な
新
市
街
地「
ビ
ス
タ
シ
テ
ィ
守
谷
」の
工
事
現
場

を
目
の
当
た
り
に
し
た
だ
け
で
も
、
実
に
素
直
に
納

得
さ
れ
て
く
る
の
だ
っ
た
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）� 

地
帯
化
し
、「
現
在
で
は
小
動
物
の
生
息
す
る
ビ
オ

ト
ー
プ
（
有
機
的
に
つ
な
が
っ
た
多
数
の
生
物
の
生

息
環
境
）と
な
っ
た
地
域
」だ
と
い
う
。

　

南
守
谷
駅
か
ら
10
分
も
歩
く
と
、
す
ぐ
に
森
の
入

口
に
な
る
。
中
に
入
る
と
途
端
に
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
や

ウ
グ
イ
ス
な
ど
野
鳥
の
声
が
響
い
て
く
る
。
気
温
も

市
街
地
と
２
度
か
ら
３
度
は
違
う
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
体
感
温
度
で
は
５
度
ぐ
ら
い
違
う
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
た
。

　

散
策
路
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
隣
接
す
る
市
立

中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
野
鳥
の

森
少
年
団
」
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
日
光

や
尾
瀬
な
ど
高
原
の
湿
地
帯
を
行
く
よ
う
な
木
道
の

景
観
が
、
縦
横
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
が
市
制
施

行
前
は「
荒
れ
放
題
」で
ご
み
の
不
法
投
棄
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
森
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

　
「
急
激
な
宅
地
開
発
の
中
で
、
守
谷
市
の
自
然
環

境
が
清
潔
な
形
で
保
持
さ
れ
て
い
る
背
景
に
、
こ
う

し
た
市
民
協
働
に
よ
る
根
強
い
努
力
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
、
私
は
非
常
に
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
」

（
会
田
市
長
）

　

実
際
、
守
谷
野
鳥
の
森
散
策
路
の
き
め
細
や
か
な

整
備
ぶ
り
は
感
動
的
な
ほ
ど
で
、
取
材
日
は
蒸
し

暑
い
日
だ
っ
た
が
、
休
憩
を
よ
く
取
り
な
が
ら
２
時

間
ほ
ど
の
ゆ
っ
た
り
し
た
散
策
で
、
か
な
り
汗
が
ひ

い
た
。

　

守
谷
市
に
は
そ
の
緑
豊
か
な
環
境
と
、
高
度
な
都

市
的
集
積
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
に
引
か
れ
、
引
っ

越
し
て
き
た
市
民
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
。
市
長

の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
住
み
よ
さ
」に
お
い
て

国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
守
谷
市
の
現
況

が
、
守
谷
市
観
光
協
会
の
会
員
に
限
ら
ず
、
数
多
く

の「
ま
ち
を
愛
す
る
市
民
た
ち
」に
支
え
ら
れ
て
い
る

部
分
が
大
き
い
こ
と
の
証
し
で
あ
ろ
う
。

完
成
間
近「
人
口
規
模
５
０
０
０
人
の
新
市
街
地
」

　

守
谷
野
鳥
の
森
散
策
路
か
ら
西
側
に
、
Ｔ
Ｘ
の
高

架
線
路
を
く
ぐ
っ
て
30
分
ほ
ど
徒
歩
で
移
動
す
る

と
、
松
並
木
が
特
徴
的
な
「
松
並
地
区
」
に
出
る
。

Ｔ
Ｘ
な
ら
び
に
関
東
鉄
道
常
総
線
・
守
谷
駅
か
ら
な

児童センターでのイベント「おとうさんといっしょ」

「守谷野鳥の森散策路」の建設中の模様市民が手づくりで完成させた「守谷野鳥の森散策路」

毎年７月に開催される夏祭り（八坂神社）

守谷駅西口広場で毎月第１日曜日に開催される「ふるさ都市もりや朝市」

多くの市民が参加する利根川左岸河川敷クリーン作戦の模様
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